
 

 

 

 

 

 

  ＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

  ＯＤＦ，再計算極点図、逆極点図の平滑化 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年０１月２４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＸＲＤに比べ、ＥＢＳＤでは測定出来る結晶粒の数が少ないため、ＯＤＦ図は凸凹する。 

   凸凹していてもＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（結晶方位の定量）は可能であるが、 

   ＯＤＦ図や再計算極点図、逆極点図は凸凹してしまう。 

   対策としては、平滑化が考えられる。   

   以下にＬａｂｏＴｅｘで計算される図形とＣＴＲソフトウエアで平滑化した図形を比較する。 

ＥＢＳＤデータの取り込み（ＯＩＭ，ＯｘｆｏｒｄデータからＳＯＲファイル作成） 

  

  

  データ相指定 

   

  データスタートｌｉｎｅ、φ１、Φ、φ２、 

    

ＥＢＳＤデータ１行に、 

φ１、Φ、φ２情報が登録されていれば、

変換は可能です。 



ＥＢＳＤデータを読み込みＡＤＣ法によるＯＤＦ図、極点図 

   

  １／４対称操作 ODF図、極点図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１／４ＯＤＦ図から VolumeFraction計算 

  

 上記 VolumeFractionから計算した ODF図 

  

 上記 VolumeFraction-ODF図から計算した極点図と逆極点図 

 

 

 



ＣＴＲによるＯＤＦ図の平滑化 

 平滑化前     平滑化後 

 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ（１／４対称）の平滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣＴＲによる極点図の平滑化表示 

非対称 

 

非対称平滑化 

 

１／４対称 

 

１／４対称平滑化 

 

 

 

 

 

 



ＣＴＲによる逆極点表示と平滑化（ＴＤは省略） 

 

平滑化後 

 

 

更に平滑化を行う。 

 

 

 

使用したソフトウエアのバージョン 

 EBSDtoLaboTex   Ver.2.00 

 GPODFDisdplay    Veer.1.29 

 GPPoleDisplay   Ver.1.31 

 GPInverseDisplay  Ver1.20 

 InverseCubicContourDisplay Ver.1.07 

 InverseContourDisplay  Ver.1.11 

尚、2017年０１月２９日に、ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅソフトウエアにて、 

ＬａｂｏＴｅｘの内部ＯＤＦデータを直接平滑化する事が可能になりました。 


